
第第第第 回回回回 年年年年 月月月月調査調査調査調査  

●●●●プラスプラスプラスプラスをををを維持維持維持維持するもするもするもするも勢勢勢勢いがいがいがいが低下低下低下低下 

 今年になってから同友会の景況調査を含め、さまざまな景気動向調査で景気の改善が指

摘されてきました。大阪府中小企業家同友会の前回景況調査 年四 六月期 で

も「強まる業況の改善傾向」とし、景気が改善している状況を示しました。また、次期、

つまり今期の景気に対しても比較的楽観する見方が多く これからの景気に明るさを感じ

させるもの という見方をしてきました。 

 しかしながら、今回の景況調査 年七 九月期 の結果は、まだ景気について楽観

視することはできないことを示しています。まず、前年同期比でみると業況判断 好

転 から 悪化 の割合を引いたもの が、前期 であったのに対し、今期は と低下して

います。売上高 ( 増加 から 減少 の割合を引いたもの)も、 から へ低下、経

常利益 好転 から 悪化 の割合を引いたもの も から へといずれも低下して

います。いずれもプラスは示してはいますが、勢いはなくなっています。また、業況水準

よい から 悪い を引いた割合 は前々回 、前回 に対し、今回は▲ と久しぶ

りにマイナスとなりました。このように、 が大きく低下していることは、景気の改善

が足踏み状態にあることを示しています。まだ、多くの がマイナスになっているわけ

ではありませんが、今後の動向に注意していく必要があります。 

 

●●●●中同協中同協中同協中同協 でもでもでもでも減速減速減速減速をををを指摘指摘指摘指摘 

 全国の状況を分析した『同友会景況調査報告 第 号』でも、こうした景気の減速を指

摘しています。業種別の動向を分析した中同協の報告では、これまで景気の牽引車的役割

を果たしてきた製造業が数字を悪化させていることを重視しています。そして、景気は「水

面上に這い出たものの、盛り上がりに欠ける。大企業主導型の景気回復は持続可能であろ

うか。中小企業景気の振興策こそ小泉改造内閣の最重要課題の一つでなければならないで

あろう」として、今後の政策的対応を求めています。 

 大阪では、前述したように国の動きと比べて前年同期比の は悪化しているものの、

そのレベルは他の地域よりもまだいいようです。特に、次期の昨年同期と比較した見通し

に関する では、業況判断 (全国 )、売上高 、経常利益 といず

れも全国を大きく上回っています。但し、この数字も前期と比べると売上高以外は低下し

ていますので、今後の動きについても簡単に楽観はできません。 

 

●●●●仕入仕入仕入仕入れれれれ価格価格価格価格のののの高騰問題高騰問題高騰問題高騰問題 

 今年になって景気の回復が徐々に見られ始めた頃から新しい問題として重視してきたの

が、原材料等の仕入れ価格の高騰でした。前回の景況調査へのコメントでは、 総合

研究所の調査レポートの分析を紹介し、最近製造業で企業規模別に収益力に格差が見られ



るようになり、その理由の一つは仕入れ価格の上昇分を中小企業が販売価格に転嫁できな

いからだ、と書きました。こうした見方は、今回の調査でますます重要であることがはっ

きりしてきました。 

 今回の調査でも経常利益の悪化理由の三位に 原材料費・商品仕入額上昇  

が入っています。全国でもやはり三位ですが、比率は であり、大阪で問題がより深

刻であることがわかります。大阪の原材料費、仕入額については、仕入単価 前年同

期で 上昇 から 下降 の割合を引いたもの が であり、前回 とほぼ同じなの

ですが、全国 と比べるとやはり高い数字を示しています。また、次期の見通し

は で、こちらも全国 より高くなっています。売上・客単価については相変

わらず のマイナスが続いていますので 今期▲ 、来期の見通し▲ 、いずれも前

年同期比 、経営に与える影響は少なくありません。 

 こうした結果、経営上の問題点では、 同業者間の価格競争の激化 、に次い

で、大阪では 仕入単価の上昇 が入っています。三位が 販売先からの値下げ要

請 ですので、大阪の中小企業は上と下から影響を受けていることがわかります。

なお、「仕入単価の上昇」は前回の調査では でしたから、経営上の問題点としては

急増しています。また、全国では で、三位となっており、大阪でより問題が大きく

なっています。 

 商業の街大阪では、古くから流通システムが発達し、原材料の販売ルートが成熟化して

いるため、価格の動きが状況の変化に対して機敏で、全国の先取り的な動きをしていると

もいわれています。イラク戦争、中国経済の急速な発展などの環境変化のなかで原油価格

の高騰がまだ続いています。大阪の中小企業にとって影響の大きいこうした仕入れ価格の

動向について目が離せません。 

 

●●●●資金繰資金繰資金繰資金繰りりりり――――大大大大きなきなきなきな変化変化変化変化はないがはないがはないがはないが、、、、全国全国全国全国よりはよりはよりはよりは厳厳厳厳しいしいしいしい 

 資金繰りについては、資金繰り 「余裕」から 窮屈 の割合を引いたもの が と

なり、大きく改善されました。借り入れ金利は長期も短期も 上昇 から 低下 の割

合を引いたもの が上昇し、若干金利が上がっていることが読み取れます。借入金は

「増加」から 減少 を引いた割合 のマイナスが続き、借入金を減少させている企業が

多いことがわかります。金利は、やや上昇と回答した企業があったものの借入難度 困

難 から 容易 の割合を引いたもの はマイナスとなっています。但し、これらの数字の多

くは、 の数字よりは厳しいものとなっています。 

 

●●●● 年年年年にににに向向向向けてけてけてけて 

 年がどのように終わり、 年がどんな年になるのか、いろいろと取りざたさ

れる時期になっています。最近刊行された『日経大予測』では「日本経済、減速するも成



長持続」と書かれていますが、大統領戦後のアメリカ、中国における引き締めの影響、原

油価格の動向など、さまざまな問題が横たわっています。景気の影響も、大企業と中小企

業では出方が違ってきていることも、今後どのようになっていくのか気になるところです。

今後とも、環境の変化を常に意識し、機敏に対応をとっていくことが求められるでしょう。  

 

 



 

 


